
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次電池に定電流で急速充電し、この充電進行に伴う電池温度の単位時間当たりの温度
変化（温度微分値）によって満充電を検知し、充電停止もしくは充電終了とする二次電池
の充電制御方法であって、
　定電流・急速充電電流より低い値の電流で予備充電中の電池温度の単位時間当たりの温
度変化（温度微分値）が、予め設定された温度微分値よりも小さくなったときに定電流・
急速充電に移行することを特徴とする充電制御方法。
【請求項２】
　請求項１記載の充電制御方法において、
　

電流・急速充電に移行してから一定時間内は、満充電を検知するための電池温度の単
位時間当たりの温度変化（温度微分値）値を、予め設定された第２の温度微分値よりも大
きな値の第３の温度微分値とし、前記一定時間後に、前記満充電を検知するための電池温
度の単位時間当たりの温度変化（温度微分値）値を、前記第２の温度微分値とし、
　 前記充電する電池温度が充電する充電器の周囲温度と同じときには、
前記定電流・急速充電に移行 、前記満充電を検知するための電池温度の単位時間当
たりの温度変化（温度微分値）値を、前記第２の温度微分値として、満充電を検知するこ
とを特徴とする充電制御方法。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は二次電池の充電制御方法に係り、さらに詳しくは低温二次電池を常温下、温度微
分制御で充電するときの誤動作に伴う充電不足を防止できる充電制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ニッケル－水素二次電池、あいるはニッケル－カドミニウム二次電池などに代表される二
次電池は、たとえば携帯用電話機や携帯型撮像機など各種の機器システムの作動電源とし
て、広く実用化されている。すなわち、前記二次電池は、充電操作による電力の確保もし
くは貯蔵、前記確保もしくは貯蔵した電力を電源として負荷の駆動（放電）を繰り返し動
作させることが可能なため、繰り返し使用できる電源として、各種の機器システムに組み
込まれ実用されている。
【０００３】
ところで、前記二次電池は、いずれの場合も充電および放電が主要な機能である。また、
安全性の点から、充電の終始電圧、放電の終始電圧をそれぞれ限界とし、この限界範囲内
の電圧で充電や放電が行われている。
【０００４】
さらに、二次電池の充電は、短時間内に充電を完了（終了）させたいために、定電流によ
る急速充電法が行われている。そして、前記充電の終止は、たとえば被充電電池の単位時
間当たりの温度変化（温度微分値）を検出し、この温度変化が所定値に到達したか否かで
判定・決定する温度微分制御方法で行われている。たとえば、室内で使用する卓上コード
レス電話機のように、二次電池および充電器が同一温度下で使用される場合、二次電池の
温度は少なくとも周囲温度と同等であるため、被充電体としての二次電池自身が発生する
熱に伴う温度上昇を正確に検出することができ、これによって温度微分制御を十分に行え
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、携帯用電話機のように屋外で使用する場合は、屋外の寒い所での使用によって冷
えた二次電池を、暖かい室内に持ち込んですぐに充電する場合がある。この場合に、冷え
ている二次電池は充電による熱による温度上昇以外に、室温によっても暖められ、定電流
充電の完了以前に温度微分制御が働いて、満充電状態以前（未充電）で充電作業を終了す
ることが起きるという問題がある。すなわち、二次電池は、所定の充電容量を十分に保持
しないまま、電源として使用されることが往々起こることになる。そして、この充電不足
状態での使用は、たとえば携帯用電話機の駆動電源としての利用において、駆動時間の短
縮化、もしくは携帯用電話機としての機能低減，機能喪失を招来する恐れを意味し、実用
上由々しい問題を提起することになる。
【０００６】
本発明は上記事情に対処してなされたもので、被充電体としての二次電池の温度が、充電
器および充電する部屋・場所の温度よりも低くても、常に満充電状態の充電ができる二次
電池の充電制御方法の提供を目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明は、二次電池に定電流で急速充電し、この充電進行に伴う電池温度の単
位時間当たりの温度変化（温度微分値）によって満充電を検知し、充電停止もしくは充電
終了とする二次電池の充電制御方法であって、 電流・急速充電電流より低い値の電流で
予備充電中の電池温度の単位時間当たりの温度変化（温度微分値）が、予め設定された温
度微分値よりも小さくなったときに定電流・急速充電に移行することを特徴とする充電制
御方法である。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１記載の充電制御方法において、
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電流・急速充電に移行し
てから一定時間内は、満充電を検知するための電池温度の単位時間当たりの温度変化（温
度微分値）値を、予め設定された第２の温度微分値よりも大きな値の第３の温度微分値と
し、前記一定時間後に、前記満充電を検知するための電池温度の単位時間当たりの温度変
化（温度微分値）値を、前記第２の温度微分値とし、 前記充電する電池
温度が充電する充電器の周囲温度と同じときには、前記定電流・急速充電に移行 、
前記満充電を検知するための電池温度の単位時間当たりの温度変化（温度微分値）値を、
前記第２の温度微分値として、満充電を検知することを特徴とす
【００１１】
【作用】
本発明に係る充電制御方法では、被充電電池の温度が充電器の周囲温度より低いとき、急
速充電電流より低い電流で予備充電を行って、充電初期に周囲温度の影響を回避して、充
電制御の誤動作が容易に防止される。すなわち、前記予備充電において、被充電電池の単
位時間当たりの温度変化がある値よりも小さくなったとき、定電流による急速充電に移行
する方式を採っている。より詳しくは、充電初期のある一定の時間内は、予備充電によっ
て充電操作を行う周囲温度まで被充電二次電池を暖め、温度周囲温度の影響によって充電
終了の温度微分値が大きく変化するのを回避し、満充電に未達の状態で充電が終了すると
いう誤動作を防止する。一方、一定時間の経過後は、被充電二次電池温度が充電器周辺部
（周囲）温度とほぼ同等となるため、このような時点で温度微分値を利用して満充電を検
知することで最適な充電制御が容易に行われる。
【００１２】
【実施例】
以下、図１～図３を参照して本発明の実施例を説明する。
【００１３】
図１は本発明に係る二次電池の充電制御方法の実施に用いる充電器の構成例を示す回路ブ
ロック図である。ここで、１は充電器であり、入力電源 1a，定電流制御回路 1b，充電電圧
測定手段や演算器（ CPU)を内蔵する充電制御回路 1cおよび定電圧印加手段 1dを具備した構
成を採っている。また、２は二次電池パックで、前記充電器１の定電流制御回路 1bの出力
が印加される被充電用の二次電池（たとえばニッケル－水素二次電池） 2a、および前記被
充電用の二次電池 2aの近傍に配置されて二次電池 2aの充電時の温度を検出し、検出した温
度情報を前記充電器１の充電制御回路 1cに入力する温度検出センサ 2bを具備した構成を採
っている。
【００１４】
なお、前記二次電池パック２の温度検出センサ 2bからは、前記充電器１の定電流印加手段
1dとの分圧値として充電制御回路 1cに入力される。そして、この充電制御回路 1cは、前記
温度検出センサ 2bからの電池温度信号によって定電流制御回路 1bの出力を制御するもので
、予備充電から急速充電への移行、急速充電の終了の指令を出力する。
【００１５】
つまり、前記構成は、二次電池 2aに定電流で急速充電する充電器本体部と、前記充電器本
体部による充電進行に伴う被充電電池 2aについて単位時間当たりの温度変化（温度微分値
）を計測・算出する温度検出部 2bと、前記温度検出部 2bによって計測・算出した温度変化
によって満充電を検知し、充電停止もしくは充電終了を決める充電検知器（充電制御回路
部 1cに内蔵）と、前記被充電電池 2aの温度を測定し充電器本体部周囲の温度と比較・判定
する温度比較装置（充電制御回路部 1cに内蔵）と、前記温度比較装置による比較・判定で
被充電電池温度が充電器本体部周囲温度より低いとき定電流・急速充電電流より低い値の
電流で予備充電を行う第１の充電切り替え装置（充電制御回路部 1cに内蔵）と、前記予備
充電におけ被充電電池の単位時間当たりの温度変化が所定値よりも小さくなったときに定
電流・急速充電に切り替え・移行する第２の充電切り替え装置（充電制御回路部 1cに内蔵
）とを具備する充電装置である。
【００１６】
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次に、図１に示した回路構成の充電器によって、二次電池の充電制御を行う実施態様例を
、図２に示すフローチャートおよび図３  (a)，  (b)に示す充電温度－充電時間関係図を参
照して説明する。
【００１７】
先ず、充電器１に、被充電電池として二次電池のパック２を装着，接続し、定電流制御回
路 1bを介して被充電用の二次電池 2aに所定の低い定電流を流し予備充電を開始する。
【００１８】
図２に示すように、予備充電を開始すると、先ず充電器１は被充電電池 2aの電圧をチェッ
クし、被充電電池 2aの電圧が許容範囲外の場合には異常電池として処理する。一方、許容
範囲内であれば被充電電池 2aの温度チェックを行い、被充電電池 2aの温度が許容範囲外の
場合には温度異常として処理し、許容範囲内であれば、カウントｎ＝  1を計測した後、第
１回の温度微分値を計測する。
【００１９】
前記第１回での温度微分値が、  dT/dt＜δ s －αを満足する場合には tg=0をセットし、満
足しない場合には被充電電池 2aの電圧チェックに戻す。ここで、 tg=0をセットされた場合
は、電池パック２と充電器１が同じ周囲温度の環境で使用された場合である。一方、被充
電電池 2aの電圧チェックに戻る場合は、電池パック２の温度が周囲温度よりも低い場合で
ある。なお、前記温度微分値の計測では、急速充電開始後の温度微分値を変更する時間 tg
を  0にセットして、急速充電開始に入る。また、被充電電池 2aの電圧チェックに戻る場合
は、前述のルートである電圧チェック、被充電電池 2aの温度チェック、カウントｎ＝  1の
計測を再度通過するが、カウントｎ＝  1の計測では２回目であるので、第２回の温度微分
値を計測に移る。この第２回の温度微分値を計測では、温度微分値が  dT/dt＜δ s －αを
満足するかどうかをみて、満足しない場合は再度被充電電池 2aの温度チェックに戻して同
じ操作を繰り返すが、満足する場合は急速充電開始後の温度微分値を変更する時間 tgを ta
にセットして、急速充電開始に入る。ここで、急速充電開始に入るのは、被充電電池 2aの
温度が周囲温度よりも低い場合であるから、急速充電開始初期に温度微分値  dT/dtを早く
検知して誤動作しないように、温度微分値  dT/dtの設定をあげて置く時間 tg＝ taを設定し
、前記急速充電開始に入る。
【００２０】
　前記急速充電を開始する一方、急速充電が可能な最大時間を決める急速充電保護タイマ
ーを始動させて、タイマーアウトかどうかを判定する。タイマーアウトなら急速充電を完
了・終了させる。タイマーアウトでなければ、被充電電池 2aの電圧をチェックし、電圧異
常なら電池異常処理を行い、電圧が正常なら被充電電池 2aの温度チェックする。ここで、
温度異常なら温度異常としての処理を行い、温度が正常なら、前記予め設定した急速充電
時間 tgをチェックする。そして、 tg＝ 0 であれば温度微分値   をチェックし、
また、 tg＝ taであれば温度微分値  のチェックを行う。この温度微分値  

 および温度微分値  のチェックで、満足ならば急速充電完了（
終了）とし、満足でない場合は充電保護タイマーアウトか否かの操作に戻し、再度同じ動
作を繰り返して、満足な結果が得られるまで行う。
【００２１】
　図３ (a)は、前記電池パック２の温度が周囲温度より低い場合、この電池パック２に急
速充電を行うのときの、被充電電池 2aの温度変化と電池電圧の変化を示したものである。
この充電操作においては、図中のＡ点で温度微分値  dT/dt＜δ s －αを検知し急速充電に
移行し、急速充電初期の taの時間内は、まだ周囲温度の影響で温度微分値が高くなるので
、温度微分値を  に設定し、誤動作を防止している。また、前記 taの時間
後では、周囲温度の影響がなくなった時点で、温度微分値を   にして、低電流
充電に切り替えて（移行して）図中Ｂ点の時点で、前記急速充電を完了させている。
【００２２】
　図３  (b)は、前記電池パック２の温度が周囲温度と同じ場合、この電池パック２に急速
充電を行うのときの、被充電電池 2aの温度変化と電池電圧の変化を示したものである。こ
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の充電操作においては、予備充電で初めから温度微分値  dT/dt＜δ s －αを検知し、急速
充電では tg＝ 0 であるから、温度微分値  をＣ点で検知し急速充電を完了させ
ている。
【００２３】
【発明の効果】
以上実施例の説明から分かるように、本発明に係る充電制御方法および充電装置によれば
、被充電電池の充電に伴う温度上昇における温度微分値を利用して充電制御を行う場合、
被充電電池の充電初期時の温度に左右されずに、所要の充電を適正に行うことができる。
すなわち、被充電電池の温度が充電時の環境温度より低くい場合は、先ず、被充電電池の
温度が環境温度と同等になるまで低電流で充電が進められる。その後に、定常的な急速充
電に切り替えられるので、満充電以前の状態で充電操作を完了するという誤動作が容易に
回避され、携帯電話などで問題になる通話時間が短いというトラブルも全面的に解消され
ることになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る二次電池の充電制御装置の要部構成例を示す回路ブロック図。
【図２】本発明に係る二次電池の充電制御方法の実施態様例を説明するためのフローチャ
ート図。
【図３】本発明に係る二次電池の充電制御方法における充電時間と被充電電池の温度、電
圧、周囲温度との関係例を示すもので、  (a)は電池温度が周囲温度に比べ低い場合の特性
図、  (b)は電池温度が周囲温度とほぼ同等の場合の特性図。
【符号の説明】
１………充電器
1a………入力電源
1b………定電流制御回路
1c………充電制御回路
1d………低電圧印加手段
２………電池パック
2a………二次電池
2b………温度センサ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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